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クモ類 ＜クモ目 サラグモ科＞ 愛知県：絶滅危惧ⅠＢ類 （国：リスト外） 
ARACHNIDA ＜ARANEAE LINYPHIIDAE＞ AICHI：EN （JAPAN：－） 

キヌキリグモ Herbiphantes cericeus (S. Saito) 

 
【選定理由】 
 県内では、奥三河地方のごく
限られたブナ林の林床に生える
スズタケの葉裏に生息する。生
息数は少なく、伐採や開発等に
伴う生息域の縮小で個体数の減
少が懸念される。 
 
 
 
 
 
 

【形 態】 
 体長 4～5mm。頭胸部は肉色
で、中央に黒色の細い縦条があ
る。腹部上面は黄白色で、中央
は茶褐色。2〜3 対の黒色斑があ
る。 
 
 
 
 
 
 

【分布の概要】 
 県内では、豊田市（旧稲武町）面ノ木園地
と設楽郡設楽町裏谷のブナ林に分布する。 
 国内では、北海道、本州、四国、九州に分
布する（新海ほか, 2018）。 
 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 ブナ林の林床に自生するスズタケに生息す
る。葉裏に皿網を張り、その中に潜んでいる。 
 
 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 2017 年ごろからスズタケが一斉に枯れて、
葉裏に皿網が張れなくなり、危機的な状態に
ある。2018 年以降は面ノ木園地、裏谷とも記
録されていない。 
 
 

【保全上の留意点】 
 スズタケの再生が望まれる。また、温帯林を含めた環境を保全すべきである。 
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北設楽郡設楽町裏谷, 2008 年 7 月 21 日, 緒方清人 撮影 
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